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わが国から未記録のキンホシイソハゼ（新称）

Ｅ２ﾉﾉ吻吻γ伽ﾉ剛（RoFEN）

四宮明彦＊・前山清＊・今井貞彦＊

FirstRecordoftheGobyEzﾉj伽ｓ功γが，y〃（RoFEN）ｆｒｏｍJapan

AKIHIKoSHINoMIYA*，KIYosHIMAEYAMA＊andSADAHIKoIMAI＊

Abstract

FourteenspecimensofEz）加鉱･吻砥（RoFEN）werecollectedatKanze，KagoshimaBay

(130.-31'E,31.-29'Ｎ)ｏｎＪｕｌｙｌ９７９、ThisisthefirstrecordofthespeciesfromJapan,and

alsorepresentsthenorthernmostrecord・Ourspecimensagreewellwiththeoriginaldescrip‐

tionexceptthepointsofwhichindicatedbyLachnerandKarnella（1980)．Onethingthat

di鮭ｒｆｉ･ｏｍｔｈｅｌａｔｔｅｒｗｏｒｋｉｓｔｈｅｍａｘｉｍａｍｓｉｚｅｏｆｍａｌｅｓａｎｄｆｅｍａｌｅｓ・Ourspecimensare

23-37％largerthanthose,althoughtheircollectionsweremadefi･ommanyplaces(５１ocations）
andgreatnumbers（709ind.)．

日本では未記録のハゼ科魚類の１種を，1979年７月，鹿児島湾内神瀬の水深２～５ｍにあ

る石サンゴ群落で多数採集した．

これらの魚は，活かしたまま研究室に持ち帰り，小型水槽で飼育をおこなったところ，産

卵，ふ化が観察された（四宮ほか1981)．また採集後固定した標本について，高木（未公刊)，

LAcHNERandMcKINNEY（1974,1978）らの方法により，同定をおこなったところ，助joZa

sZoγtﾉbylzz（RoFEN）と同一種と判断された．生時の体色の特徴からキンホシイソハゼと和名

を付し，記載する．

Ｅ２)航ａｓto肋y"工（RoFEN）

キンホシイソハゼ（新称）

（Fig.１）

助joZOpsstoγｵﾉby"zRoFEN1959:237.Bungau,SuluProvince,Philippinelslands

助joZastorthy"zLAcHNERandKARNELLA1980:５７．Philippinelslands，Palaulslands，

Yaplslands,JavaSea,WesternAustralia．

材料１４標本・9.4～27.8ｍｍＳＬ・1979年７月27日，鹿児島湾内神瀬．

記載背鰭条数Ｖ1-1,8（11),Ⅵ-1,9(3)；瞥鰭条数１，７（14)；胸鰭条数１６（12)，１５(2)；

＊鹿児島大学水産学部海洋生物学研究室LaboratoryofMarineBiology，FacultyofFisheries
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Fig.１．Ｅひiiojasjoγ地'"難ii､omKanze・KagoshimaBay,Japanmale,２６．９mmmstandardlength．

腹贈条数１，４ｉ（14)；尾鰭条数１１（12),１２(2)；縦列鱗数２３（14)；脊椎骨数２５（14).計測結

果はＴａｂｌｅｌに示した．

体は短かい棒状．横断面は楕円形であるが，かなり側偏する．頭部はかなり大きく，側届

し，幅より高さがあり，その'胴は体幅よりわずかに大きい．吻部の輪郭は，前鼻孔管基部か

ら眼の頂上まで直線状，項部もまた直線状．前鼻孔は先端が薄い円管となり，肺孔径に近い

長さで前方に突出する．眼は楕円形で，大きい．而眼間隔は非常に狭く平肌．’-1は斜位で，

主上顎骨の後端は眼径の前方1/3に達する．顎歯は良く発達．

第一背鰭の第１～４練条は，雄では糸状に延長し，第２または第３軌条が最も長く，時に

は第二背鰭の後端に達する．雌の第１。第２刺1条は延長し，第６練条基部に達す．腹鰭は長

く，瞥鰭基部を越えて延長し，通常特鰐基部の中央に達す．胸鰭は分岐しない．

頭部感覚器の配列はＦｉｇ２・に示した．前眼刷11]管には鼻域孔（ＮＡ)，前眼隔孔（AITO)，

後眼隔孔（PITO),上耳孔（SOT),前｣二'二孔(AOT）が開｢Ｉする．前鯉蓋管には前側蓋孔(POP）

が開口する．

雄の生殖突起は偏平で，幣鰭第１刺〔の約半分の長さがあり，先端は赦形．雌では太く短か

く先端は乳頭状の突起を多数持つ．

鱗は背鰭基部に沿った部分を含めて，体側で良く発達する．項部と頭部は無鱗．多くの鱗

は後端が完全な櫛状であり，長さよりI隔が広い．

生時の体色は半透明で，全体に晩硝色を呈す．虹彩，腹腔，体側ではグアノ胞が各所に集

り，金色の輝くスポットを形成する．腹腔，体側後部ではグアノ胞の間隙を縫って褐色胞が

樹枝状に広がっている．これらの色素胞はいづれも皮下にあり，半透明の体を通して観察さ

れる．前鼻孔管は，その起部である皮下の部分から先端まで柵色胞に覆われ，よく目立つ．

鯉蓋を透して赤い鯉弓もうかがわれる．

ホルマリン固定後の体色は淡い茶色を呈す．頭部には眼後部に１個の'三I立って大きい黒褐

色斑があり，残りの部分は微小な褐色の色素胞で覆われる．体幹部では鱗鞘に集った黒褐色
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Fig.２．Diagrammaticviewsofcephalicsensoryporesystemandcutaneouspapillaesystemin

励如ａＪｊ０γﾉﾉｾ)"zx；Ａ,ｓｉｄｅｖｉｅｗ；Ｂ,dorsalview・ＮＡ：pairednasals；ＡＩＴＯ：ａｎ‐

teriorinterorbital；ＰＩＴＯ：posteriorinterorbital；ＳＯＴ：pairedsupraotics；ＡＯＴ：

pairedanteriorotics；ＰＯＰ：pairedupperandlowerpreopaculars．

胞が，特徴的な三日月模様を形成する．項部から尾柄部にかけての背部正中線に沿い１５，１６

個,瞥鰭起部から尾柄部にかけての腹部正中線に沿って７，８個，尾鰭基底部に３個，いづれも

瞳孔大くらいの暗褐色斑がある．各垂直鰭の鰭膜は，第一背鰭の前中部を残して，徴小な黒

褐色胞が密に分布する．第一背鰭では練上に，１２個以上の小褐色斑がある．第二背鰭では小

褐色斑が,鰭条上に６～８列の，水平に近い円孤状で分布する．尾鰭でも鰭条上にのみ小褐色

斑が，８～10列の垂直に近い円孤状に配列する．これら体の各部に存在する黒褐色色素胞は，

生時には通常潜在的で，闘争や産卵行動時に，それぞれ段階に応じたパターンで出現する．

論議助航QPS属はSMITH（1956）により，Seichelles産の助加QPS”?α伽を模式種と

して提唱された．その特徴は，１）長く延びた鼻管，２）狭い両眼間隔，３）両刃の剣のよう

な鰭膜の縁どりを持つ長い背鰭練条，４）まったく分岐しない胸鰭条などであった．RoFEN

(1959）は，HERＲＥが1940年に採集した，Ｓ､Ｌ､17.3ｍｍの未記載種に対し，上記の特徴を認

め，助joZQpssZo肋y"ｚとして記載をおこなった．LARsoN（1976）は，助jotQPs属の２種と

助jo如属・JENKINs（1903）の６種について詳細な比較をおこない，助joZQPs属の２種が持

つ上記の特徴が，すべて助航α属の６種が持つ形質の変異に含まれること，従って，

助joZQpsは，助航αのSynonymであることを結論した．

LAcHNERandKARNELLA（1980）は，広くインド太平洋海域から集められたイソハゼ属の

標本について，広汎な調査を行なった．この中で，彼らはRoFEN（1959）の助jo”stoγがi，ﾉ"ｚ

の冠模式標本を再調査し，１）側線鱗数は27でなく22であること，２）頭部感覚器では，前眼

肩岬管のほかに前鯛蓋管も存在すること，３）尾鰭上の暗色点は，RoFEN（1959）のFig.３に

示されるような完全に連なった平行な帯状のものではなく，かなりばらつきのあること，を

確認した．

今回鹿児島湾から得られた標本は，RoFEN（1959）の原記載のうち，LAcHNERand

KARNELLA（1980）により訂正された上述の部分を除き，殆んど一致する．注目されるのは，

LAcHNERandKARNELLAでは，幾多の方法と場所で得られた709個体もの標本のうち最大

のものが，雄ではＳ､Ｌ､20.3ｍｍ,雌では16.6ｍｍであるが,筆者らの標本では雄が27.8ｍｍ，
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雌では20.4ｍｍであった．これは体長差で23-37％にも達するが，これを考慮に入れた上で，

今回得られた標本を助jotaszoγtﾉiy”と同定してさしつかえないものと判断する．
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